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＜発行人＞坂下ふじ子 令和７年度活動テーマ  つなごう人の輪、守ろう地域の輪   

（１）令和７年７月            母   子   草            第１０５号 

が続いていて、特にお米は高くて困っています。生きていくために食べることは欠かせないことですので、これ以上の

値上がりは耐え難いとお声が届いています。そんな状況にあるひとり親と子どもたちを笑顔にしたいと日々、役員職員

一同サポートを続けています。 

経済的にも時間的にも余裕がないひとり親家庭に対して、サポートするのは当たり前、みんなで声をかけあい、助け

合う、公助、共助、自助の考え方を広げ、地域社会でのつながりを作り、社会参加できるよう支援を行っていくことが重

要であります。 但し、本人や世帯のニーズや抱える課題がそれぞれ違うため、気軽に参加できる居場所づくりなどを通

じて、地域社会からの孤立を防ぐとともに、地域における交流や多様な活躍の場を増やしていく支援を、丁寧に広げて

いく活動を継続します。是非皆様のまわりに、子育ての不安や生活への不安等を抱えている方が、いらっしゃいました

ら、お節介と言われてもお声かけをしていただくようお願い申し上げます。見えにくい家庭の問題を、少しでも解決に

繋げられるよう福祉に携わる者として見守り、アウトリーチによる支援などご協力を頂けましたら有難いです。 

 のぞみ会も会員一丸となり、ひとり親家庭の幸せを願い、今後も支援してまいりますので、県・市町の行政のお力添え

を、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

大暑の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

日ごろは、ひとり親家庭及び寡婦福祉事業にご理解とご協力をいただき深く感謝申し上げます。 

さて、深刻化する社会問題の現状の中の対応策を求めつつ、のぞみ会においては、新型コロナ 

ウイルス感染症蔓延の時期より続けている食料支援を継続しています。 

物価高騰により影響を受けているひとり親は、いまだかなり苦しい生活が続いています。物価高 

大暑の候、滋賀県母子福祉のぞみ会の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び

申し上げます。平素より、本県におけるひとり親家庭や寡婦の福祉向上のために多大なるご尽力

を賜り、心から敬意を表するとともに深く感謝申し上げます。 

近年、核家族化や地域のつながりの希薄化が進んでいる中で、子育ての不安感や負担感を解消

するとともに、子ども・若者が孤立せず、地域社会や豊かな人間関係の中で支えられ、成長できる

環境づくりが、ますます重要となっております。 

ひとり親家庭の中には、周囲に相談できず、日々の暮らしや子育てに関する不安や悩みを一人

で抱え込んでしまう方も少なくありません。 

令和５年度に実施したひとり親家庭等生活実態調査では、相談相手が「いる」と回答した割合

は、母子家庭で71.5％と、平成30年の前回調査に比べ7.9ポイント低下し、父子家庭では48％

と 22ポイント低下しました。一方で、相談相手が「欲しい」と回答した割合は増加しています。 

 

こうした状況の中、滋賀県母子福祉のぞみ会様が取り組んでおられるフードパントリーなどの支

援活動は、食料の提供にとどまらず、日常の何気ない会話を通じて信頼や安心感を育み、ひとり親

家庭が孤立することなく地域社会とつながるきっかけとなっています。 

ひとり親家庭が抱える様々な課題に丁寧に向き合い、必要な支援につなげておられる取り組み

は、地域における支援の大きな力となっており、県としても大変心強く感じております。 

  

本県では、今年３月に「淡海子ども若者プラン」を作成し、すべての子ども・若者が個人として尊

重され、どのような環境にあっても遊びや学び、体験を通して健やかに育ち、夢や希望を持てる社

会の実現に向けて取り組んでいます。 

ひとり親家庭への支援も施策の柱の一つに位置づけており、児童扶養手当などの経済的な支援に

加え、就職支援、相談体制の強化など、子どもに関わる大人が安心して子育てできる環境整備に

全力を尽くしてまいります。 

 

県内唯一の母子寡婦福祉団体である滋賀県母子福祉のぞみ会様の益々のご発展と、会員の皆

様のご健康と益々のご活躍を祈念するとともに、今後とも、親と子が、健やかで安心して暮らせる

環境をつくるため、ますますのお力添えを賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

高が続いていて、特にお米は高くて困っています。 

ごあいさつ   滋賀県子ども若者部  部長 奥山 光一 

様 

ひとり親家庭の中には、周囲に相談できず、日々の暮らしや子育てに関する不安や悩みを一人で抱え込んでしまう

方も少なくありません。令和５年度に実施したひとり親家庭等生活実態調査では、相談相手が「いる」と回答した割合

は、母子家庭で 71.5％と、平成 30 年の前回調査に比べ 7.9 ポイント低下し、父子家庭では 48％と 22 ポイント低

下しました。一方で、相談相手が「欲しい」と回答した割合は増加しています。こうした状況の中、滋賀県母子福祉のぞ

み会様が取り組んでおられるフードパントリーなどの支援活動は、食料の提供にとどまらず、日常の何気ない会話を通

じて信頼や安心感を育み、ひとり親家庭が孤立することなく地域社会とつながるきっかけとなっています。 

ひとり親家庭が抱える様々な課題に丁寧に向き合い、必要な支援につなげておられる取り組みは、地域における支

援の大きな力となっており、県としても大変心強く感じております。 

 本県では、今年３月に「淡海子ども若者プラン」を作成し、すべての子ども・若者が個人として尊重され、どのような環

境にあっても遊びや学び、体験を通して健やかに育ち、夢や希望を持てる社会の実現に向けて取り組んでいます。ひと

り親家庭への支援も施策の柱の一つに位置づけており、児童扶養手当などの経済的な支援に加え、就職支援、相談体

制の強化など、子どもに関わる大人が安心して子育てできる環境整備に全力を尽くしてまいります。 

県内唯一の母子寡婦福祉団体である滋賀県母子福祉のぞみ会様の益々のご発展と、会員の皆様のご健康と益々の

ご活躍を祈念するとともに、今後とも、親と子が、健やかで安心して暮らせる環境をつくるため、ますますのお力添え

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。  

ごあいさつ   社会福祉法人滋賀県母子福祉のぞみ会 会長 坂下 ふじ子 



  

 

 
 

             

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０５号            母   子   草             令和７年７月（２） 

令和６年度は独立行政法人福祉医療機構（WAM助成）の助成金をいただき「のぞみハウス」を継続いたしました。 

シェアハウスに入居できる子どもの年齢が、小学生以下の子どものため、シェアハウスを二カ所開設し、中学生・高校

生のいる世帯や親子の心身の状態により共同生活を送ることが困難な家庭が入居できるよう配慮しました。パワーレス

な状態で入居された親子が心を落ち着かせ安心して過ごせるように、生活に必要な家電や家具を全てそろえ、身一つで

入居できるように整備し、実家のような安心感ある暮らしを目指し運営し、令和 6 年度は 26 名の親子の入居がありま

した。母子家庭にとって、子どもは切り離せない存在のため、行政の手続きやハローワーク、法律相談に行く時など、保

育士やピアサポーターによる子どもの保育を行いました。保育園の入園手続きで預け先がない期間や学校の放課後を

保育士やピアサポーターと一緒に過ごし、母親達にとって安心して求職活動や仕事に行けるような環境整備にも努めま

した。 

ひとり親家庭の生活支援、子育て支援にご協力いただける支援員さんを募集しています。支援員の登録要件に該当 

する方は是非登録をお願いいたします。 

WAM助成金事業実績 

日常生活支援事業 支援員募集しています！ 

 

 

 

「のぞみ会」が親子にとっての「実家」になった 
 

 

 

 

相談に来られる母の多くは実家がない、親と不仲であるなど帰る場所

がなく、頼れる人も身近にいませんでした。当事者であるピアサポーター

は実家の母のような安心感があり、どのようなことでも受け止めてくれる

存在となりました。同時に親子にとって、自分自身が「大切にされる存在

であること」を気づかせてくれるきっかけとなりました。職員との関りも密

に行い、毎日顔を合わし丁寧に面談を実施しました。親子が今後どうして

いくのか、私たちが決めるのではなく、親子の思いで意思決定ができるよ

うに取り組みました。 

WAM事業の報告書を作成しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

（３）令和７年７月            母   子   草             第１０５号 

毎月第３土曜日に開催している「のぞみちゃん食堂」に新１年生

も参加していただき、新たなメンバーで楽しく過ごしています。 

今年度、滋賀県社会福祉協議会様からのご紹介で、日本ケロッ

グ合同会社様の「毎日朝ごはんプロジェクト」に参加させていただ

きました。ケロッグ様からお借りしているシリアルディスペンサー

を設置し、定番のコーンフロスティ、ドーナツ型のチョコワ、チョコ

クリスピーと 3種類もいただきました。子ども達は「これなに

〜？」と興味津々！「食べていいよ！」と話すと、嬉しそうに駆け

寄ります。自分の好きなシリアルをカップいっぱいに入れ、シリア

ルをミックスするなど様々な食べ方を自由に楽しんでします。 

シリアルディスペンサーはのぞみ会にご相談に来られた親子に

も食べていただけるように常時設置しています。またケロッグ様

にひとり親を対象にフードパントリーを実施していることをお伝

えしたところ、フードパントリー用に配布できるように多くのご支

援くださいました。夏休みに入り子どもたちへの食の支援が必要

となるため、大切に活用させていただきます。 

令和７年３月２日（日曜日）のぞみ荘で「女性県議会議員と語る会」を開催いたしました。当日は、中沢啓

子議員、清水ひとみ議員、佐口佳恵議員がお越し下さり、テーマごとにわかれ意見交換会を実施しました。

例年「女性議員と語る会」ではのぞみ会からの要望をお伝えしていますが、今回は母子家庭の生活上の困り

ごとを知っていただき具体的な要望につなげたいため、若い子育て世代のお母さん方に参加いただきまし

た。それぞれのテーマごとにテーブルを４つに分け、活発な意見交換をすることができました。３名の女性

議員の方も私たちの話を熱心にお聞き下さり、他府県の状況の調査をすることや法整備が必要であるなど

今後につながる貴重なご意見をいただくことができました。 

ただ「困っている」と言っているだけでは現状は変わりません。しかし、私たちのような当事者団体が声

をあげることで、施策へとつながり母子家庭の生活がより良い方向へ向かうと信じております。子育て、仕

事、家庭の事と精一杯頑張っているお母さんと子どもの暮らしが少しでも良くなるように、団体として働き

かけていきます。共にこれからの明るい未来を一緒に作っていきましょう。当日お忙しい中ご参加いただい

た女性県議会議員の皆さま、そしてのぞみ会の役員及び会員の皆さまありがとうございました。このよう

な貴重な会を開催することができたこと改めて心より感謝申し上げます。 

＜意見交換会 テーマ＞ 

１．物価高騰による支援 

２．病児保育及び総合病院の初診料について 

３．小学校登下校時の隙間時間の支援 

4.養育費受給率の向上に向けて 

滋賀県女性県議会議員と語る会 

のぞみちゃん食堂 ケロッグ 

毎日朝ごはんプロジェクト 



 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

第１０５号           母   子   草            令和７年７月（４）  

収 支 内 訳 表 

(自)令和６年４月１日  （至）令和７年３月３１日   



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１０５号           母   子   草            令和７年７月（５）  

事 業 活 動 内 訳 表 

貸 借 対 照 表 内 訳 表 

(自)令和６年４月１日  （至）令和７年３月３１日   

(自)令和６年４月１日  （至）令和７年３月３１日   



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月に末日聖徒イエス・キリスト教会様から、食料支援をいただきました。毎月

食品の値上がりが続いている厳しい状況の中、たくさんの食品のご支援をいた

だきましたこと心より感謝申し上げます。フードパントリー開催にあたり、食品の

仕分けもお手伝い下さり、本当に大きな助けとなりました。 

食品をお渡しした家庭からは、「食べ盛りの子どもがいるので助かります」「お

菓子が買えないので嬉しい」「お米が売ってなくて困っていました」などたくさん

のありがとうの声をいただきました。すぐに食べられるインスタント食品や子ど

もだけで調理できる食品も家庭の助けになりました。お渡しできる数に限りが

あったため、今回お声がけできなかった方にはまた次回の機会にお声がけさせ

ていただきます。 

物価高騰の影響もあり、のぞみ会にいただく寄付品も少なくなり、フードパン

トリーの開催回数やお渡しできる食品も減少しています。厳しい状況ですが、子

ども達の成長の手助けとなるフードパントリー事業を継続できるよう努めて参

りますので、引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。 

 今年度ものぞみ会奨学基金から高校生 5 名に奨学金をお渡ししま

した。今年度もカトリック滋賀ブロック様の「びわこウォーカソン」でご

寄付を集めるイベントを開催され、そちらからご寄付を頂戴いたしま

した。卒業、進学で物入りになる時期にお渡しできたため、子ども達

にとって大変嬉しいものとなりました。 

【ご寄付のお願い】 

「ひとり親家庭奨学金基金」事業はご寄付によって行っています。 

ひとりでも多くのお子さんにお祝い金・奨学金を贈ることができるよ

う、ご支援をお願いいたします。 

銀行振込 

滋賀銀行 本店営業部 普通預金 口座番号：６０２５６３ 

（口座名義）社会福祉法人 滋賀県母子福祉のぞみ会 ひとり親家庭

奨学金基金 

郵便振替 

０１０２０－５－２６８１３     社会福祉法人 滋賀県母子福祉のぞみ会 

末日聖徒イエス・キリスト教会からのご寄付  

滋賀県母子福祉のぞみ会奨学金給付事業 

（６）令和７年７月            母   子   草             第１０５号 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０５号            母   子   草            令和７年７月(７) 

) 

 毎年恒例の子どもも親も楽しみにしていただいている『大津市

のぞみ会クリスマス会』を 12 月 16 日に開催しました。インフル

エンザが大流行している時期でスタッフも感染し開催が危ぶまれ

るハプニングがありましたが、参加者のお母さん達も一緒にお手

伝いしていただき、無事に開催することができました。 

毎年恒例のお餅つきを楽しみ、温かい豚汁をいただきました。

滋賀県電気事業組合様からのサンタブーツ、サンタさんからの 

絵本、個人の方からのご寄付のお菓子の詰め合わせなど、多くの

方の善意で素敵なクリスマス会を開催することができました。 

開催にあたりご支援下さった方、当日ボランティアでご協力い

ただいた大津市遺族連合会様、おおつかがやきネットワーク様、こ

の場をお借りして心より御礼申し上げます。子ども達の素敵な笑

顔に心が温かくなるクリスマスを過ごすことができました。 

 ４月に新たに小学校に入学される子どもさんのお祝いのつどいを各支部で開催いたしました。ご寄付

でいただいたランドセルをお渡しし、ピカピカのランドセルに大きな笑顔を見せてくれました。 

大津支部の「1年生おめでとうのつどい」では、大津市社会福祉協議会様と大津市子ども家庭課様から

のお祝いプレゼントをいただきました。ブックステーションどんぐり 

 大津中央ロータリークラブ様との協同事業で

BIWAKO モニュメントのハンドスタンプ事業に参

画しました。クリスマス会に参加された子ども達の

ハンドスタンプが BIWAKO モニュメントの台座に

押されています。子ども達の名前も刻まれており、

素敵な思い出となりました。浜大津港芝生広場に

設置されているので、是非訪れて下さいね。 

のぞみ会クリスマス会 

BIWAKOモニュメント  

新 1年生おめでとう 

Nennsei  

さんの交通安全の絵本の読み聞かせをしていただき、子ども達は真剣

な表情で聞き入っていました。栗東支部では親子一緒にお祝いのケー

キとクッキー作りをしました。お祝いをきっかけに出会えたご家族と一

緒に子ども達の成長を見守っていきたいと思います。 



 

 

 

 

 近江八幡会場 大津会場 

７月 １0日（木） ２4日（木） 

８月 7日（木） ２8日（木） 

９月 １1日（木） ２5日（木） 

１０月 9日（木） ２3日（木） 

１１月 １3日（木） ２7日（木） 

１２月 １1日（木） ２5日（木） 

１月 １5日（木） ２2日（木） 

２月 5日（木） ２6日（木） 

３月 １2日（木） ２6日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  昨年からお米不足に物価高騰と生活をする上で厳しい状況が続いていますが、そのような中でご

寄付を下さる方も多くあり感謝の気持ちでいっぱいです。収入が上がらず家計のやりくりが大変ですが、少し

でも生活の支えとなるような活動を各支部で実施しています。今後も各支部で活動を盛り上げていただき、お

互いの活動が励みとなることを願っております。今回の発行にあたりまして、ご多忙の中ご寄稿いただきまし

た関係者の皆さまに改めて厚く御礼申し上げます。 

時間：13：00～16：00（お一人約５０分） 

定員：1日 3人まで（先着順・要予約） 

対象者：ひとり親家庭の父母、寡婦 

     子連れ離婚を考えている方 

  ※大津市を除く滋賀県内在住の方に限ります 

会場：近江八幡会場 

     （近江八幡市鷹飼町 80-4） 

    大津会場 

    （大津市におの浜 4丁目 3-26） 

〇相談ご希望の方は、滋賀県ひとり親家庭総合 

サポートセンター（077-526-8801）まで 

ご連絡お待ちしております。 

〇草津会場 (草津市役所） 

         令和 7年 8月 3日（日） 

〇守山会場（守山市役所） 

       令和 7年 8月 15日（金） 

〇米原会場（米原市役所） 

       令和 7年 8月 23日（土） 

〇栗東会場（栗東市役所） 

      令和 7年８月 27日（水） 

〇高島会場（高島市役所） 

      令和 7年 9月 9日（火） 

〇野洲会場（野洲市役所） 

      令和 7年 9月 18日（木） 

〇湖南会場（湖南市役所） 

      令和 7年 9月 24日（水） 

〇大津会場（社会福祉法人滋賀県母子福祉のぞみ会） 

      令和 7年 10月 4日（土） 

      令和 8年 2月 7日（土） 

〇長浜会場（長浜市役所） 

      令和 7年 12月 6日（土） 

〇近江八幡会場 (滋賀県立男女共同参画センター内） 

      令和 7年 12月 20日（土） 

時間：13：00～16：00（お一人約５０分） 

対象者：県内在住のひとり親家庭の方 

     子連れ離婚を考えておられる方 

相談内容：・養育費の取り決め方 

       ・面会交流について 

       ・公正証書の作成など 

専門相談員  家庭問題情報センター主任研究員 

 

ひとり親・寡婦のための 

弁護士による法律相談 

ひとり親家庭等のための 

養育費個別相談会 

     facebook 

 

 

 

 

LINE@ 

257wkgff 

 

 

 

 

   Instagram 

 

 

 

 

滋賀県母子福祉のぞみ会 

ホームページ 
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